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氏）及びEnglish Learning Materials Research 
Labs（日本ＥＬＭ英語学習教材研究所）の考え方
をまとめると次の表のようになる。
１ 彼は（が）走る。 主語の動作をあらわす文。 [名詞]　が　[動詞]
２ 彼は（が）医者です。 主語の名前・職業などをあらわす文。 [名詞]　が　[名詞]　だ
３ 彼は（が）秀才です。 主語の様子・状態をあらわす文。 [名詞]　が　[形容詞]　だ
４ 彼は（が）家の中にいます。 主語の存在をあらわす文。 [名詞]　が　いる・いない
　これを英語にすると、
　　１．He runs.
　　２．He is a doctor.
　　３．He is brilliant.
　　４．He is in the house.
　しかしながら、日本語４文型理論では、英語の文型は大きく分けると実のところ第１文型と第２文型の
２文型分類にしかならない。日本語の文型は４文型に分類されるのではなく、仮に「彼はリンゴを食べ




１ He runs. 彼は走ります。
２ He is a doctor. 彼は医者です。
３ He eats an apple every day. 彼は毎日りんごを食べます。
４ He gave her an apple. 彼は彼女にりんごをあげた。




１ 彼は走ります。 He runs.
２ 彼は医者です。 He a doctor is.
３ 彼は毎日りんごを食べます。 He everyday an apple eats.
４ 彼は彼女にりんごをあげた。 He her an apple gave.




１ He runs. 彼は、走ります。
２ He is a doctor. 彼は、です、医者。
He looks a doctor 彼は、見えます、医者に。
３ He eats an apple every day. 彼は、食べるんです、りんごを毎日。
４ He gave her an apple. 彼は、あげたんです、彼女に、りんごを。
























































人口 割合 人口 割合 人口 率





単 一 人 種 計 299.7 97.1％ 274.6 97.6％ 25.1 9.2％
白 人 223.6 72.4％ 211.5 75.1％ 12.1 5.7％
黒 人
ア フ リ カ 系 38.9 12.6％ 34.7 12.3％ 4.3 12.3％
アメリカ・インディアン
ア ラ ス カ 先 住 民 2.9 0.9％ 2.5 0.9％ 0.5 18.4％
ア ジ ア ン 14.7 4.8％ 10.2 3.6％ 4.4 43.3％
太 平 洋 先 住 民 0.5 0.2％ 0.4 0.1％ 0.1 35.4％
そ の 他 の 人 種 19.1 6.2％ 15.4 5.5％ 3.7 24.4％









ニ ュ ー ヨ ー ク ニューヨーク州 7,811 52.5％ 47.5％ 23.9％ 13.3％ 7.9％ 2.4％
ロスアンゼルス カリフォルニア州 3,546 39.5％ 60.5％ 43.8％ 6.7％ 8.5％ 1.5％
シ カ ゴ イ リ ノ イ 州 2,639 65.7％ 34.3％ 23.3％ 6.2％ 3.5％ 1.3％
ヒ ュ ー ス ト ン テ キ サ ス 州 2,058 55.2％ 44.8％ 36.3％ 3.2％ 4.2％ 1.1％
フ ェ ニ ッ ク ス ア リ ゾ ナ 州 1,444 61.7％ 38.3％ 32.8％ 2.5％ 1.8％ 1.2％
フィラデルフィア ペンシルバニア州 1,437 79.1％ 20.9％ 9.5％ 5.7％ 4.1％ 1.6％
サンアントニオ テ キ サ ス 州 1,261 54.8％ 45.2％ 41.6％ 1.5％ 1.5％ 0.6％
サ ン デ ィ エ ゴ カリフォルニア州 1,216 62.7％ 37.3％ 21.6％ 4％ 10.6％ 1.1％
ダ ラ ス テ キ サ ス 州 1,175 57.3％ 42.7％ 38.4％ 1.4％ 2％ 0.9％
サ ン ノ ゼ カリフォルニア州 889 45％ 55％ 23.6％ 6.9％ 23.7％ 0.8％
デ ト ロ イ ト ミ シ ガ ン 州 842 88.7％ 11.3％ 6.1％ 2.3％ 0.4％ 2.5％
サンフランシスコ カリフォルニア州 774 55.8％ 44.2％ 11.9％ 6.5％ 25.3％ 0.5％
ジャクソンビル フ ロ リ ダ 州 751 88％ 12％ 5.1％ 3.3％ 2.8％ 0.7％
インディアナポリス インディアナ州 742 88.9％ 11.1％ 7％ 2％ 1.1％ 0.9％
オ ー ス テ ィ ン テ キ サ ス 州 731 66.9％ 33.1％ 26.2％ 3.1％ 3.2％ 0.7％
コ ロ ン バ ス オ ハ イ オ 州 712 86.4％ 13.6％ 4.7％ 3.1％ 2.9％ 3％
フォートワース テ キ サ ス 州 659 67.1％ 32.9％ 28.5％ 1.7％ 2％ 0.7％
シ ャ ー ロ ッ ト ノースカロライナ州 646 82.7％ 17.3％ 9.9％ 3.5％ 2.6％ 1.3％
メ ン フ ィ ス テ ネ シ ー 州 621 92.4％ 7.6％ 4.5％ 1％ 1.3％ 0.8％
ボ ス ト ン マサチューセッツ州 609 66.4％ 33.6％ 14.7％ 11.3％ 5.8％ 1.8％















































































































































































22）U.S. DEPARTMENT OF COMMERCE 
Economics and Statistics Administration U.S. 
CENSUS BUREAU：Bureau of the Census：
「アメリカ合衆国国勢調査2010」http://www.
esa.doc.gov/Bureaus/bureaus-0
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